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神岡地域中川原公園の後川せせらぎ清流へ「すくすくだけっこ園」
のみなさんでサケの稚魚が再び戻ることを願って放流しました
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▽
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

・
福
原
堅
悦
氏
（
大
曲
福
見
町　

再
任
）

▽�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
き
意　

見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
　
（
全
会
一
致
で
同
意
）

　

・
小
林
和
子
氏
（
大
曲
金
谷
町　

再
推
薦
）

　

・
高
橋
庄
孝
氏
（
藤
木　

新
規
推
薦
）

▽
大
仙
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　

い
て

　
　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

議
員
一
人
当
た
り
月
１
万
円
を
１
万
５
千
円

に
引
き
上
げ
る
条
例
改
正

▽
大
仙
市
音
楽
交
流
館
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

神
岡
旧
北
神
小
学
校
を
活
用
、
市
民
に
音
楽

活
用
の
場
を
提
供
し
、
市
民
の
教
養
、
文
化
の

向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

▽
大
仙
市
地
域
雇
用
基
金
条
例
の
制
定
に
つ
い

　

て

　
　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

市
内
の
人
的
資
源
を
有
効
活
用
（
雇
用
）
し

就
労
機
会
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。

▽
大
仙
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部

　

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
（
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法

に
基
づ
き
、
緊
急
事
態
宣
言
が
さ
れ
た
と
き
に

設
置
す
る
対
策
本
部
の
必
要
な
事
項
に
つ
い

て
、
定
め
る
も
の
で
す
。

▽
反
対
討
論
【
佐
藤
文
子
議
員
】

　

本
案
に
は
、
予
防
接
種
や
緊
急
物
資
搬
送
な

ど
当
然
の
内
容
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
危
機
対

策
と
し
て
、
強
権
的
に
集
会
や
施
設
を
制
限
す

る
こ
と
に
多
く
の
懸
念
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
法
律
自
体
、
国
民
的
議
論
や
合
意
の
積

み
上
げ
が
決
定
的
に
不
足
し
た
ま
ま
成
立
し
た

経
緯
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
す
る
。

▽
平
成
24
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
10
号
）

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
２
億
４
，
３
１
６�

万
５
千
円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
補
正
後
の
一

般
会
計
の
総
額
は
４
６
７
億
５
，
６
７
２
万
３�

千
円
と
な
り
ま
す
。

　

主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
域
雇
用
基
金
積
立

金
１
億
円
、
生
活
バ
ス
路
線
の
運
行
に
か
か
る

赤
字
補
填
と
し
て
地
域
交
通
対
策
費
７
，
１
９�

４
万
８
千
円
の
補
正
、
農
業
体
質
強
化
基
盤
整

備
促
進
事
業
で
は
市
内
３
地
区
の
農
業
用
施
設

等
の
整
備
に
対
し
、
１
億
３
千
万
円
の
補
正
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
衛
生
管
理
を
強
化
す
る

た
め
に
１
９
８
万
８
千
円
の
補
正
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

▽
平
成
24
年
度
大
仙
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
11
号
）

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

【
24
年
度
の
最
終
予
算
額
５
０
０
億
を
超
え
る
】

　

定
例
会
最
終
日
に
追
加
提
案
さ
れ
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
37
億
８
，
２
６
５
万
１
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
一
般
会
計
の
総
額
を

５
０
５
億
３
，９
３
７
万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
、
消
防
・
救
急
デ
ジ

タ
ル
無
線
の
整
備
に
係
る
市
負
担
金
４
億
８
，

４
４
０
万
７
千
円
の
補
正
、
市
街
地
再
開
発
事

業
（
仙
北
組
合
総
合
病
院
）
が
国
の
元
気
臨
時

交
付
金
で
の
充
当
が
可
能
と
な
っ
た
た
め
、
前

倒
し
分
と
し
て
21
億
７
，３
６
９
万
円
の
補
正
、

今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
除
雪
対
策
費
１
億
５
千
万

円
の
補
正
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
元
気
臨
時
交
付
金
に
係
る
事
業
は
、
25

年
度
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
４
７�

４
億
２
３
５
万
６
千
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
較
し
て
33
億
９
，
９
８
２
万
３
千
円
の

増
、
率
に
し
て
７
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
の
18
の

特
別
会
計
は
１
９
２
億
６
，
６
７
０
万
３
千
円

で
、
５
億
７
，
３
９
５
万
３
千
円
の
増
、
率
に

し
て
３
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

３
議
員
が
予
算
質
疑

　

３
月
７
日
本
会
議
第
４
日
目
に
お
い
て
、
平

成
25
年
度
当
初
予
算
案
に
対
す
る
予
算
質
疑
が

行
わ
れ
、
３
議
員
が
市
当
局
に
対
し
て
見
解
を

質
し
ま
し
た
。主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
児
玉
裕
一
議
員
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
だ
い
せ
ん
の
会
）

◇
空
き
家
等
対
策
費
に
つ
い
て

Ｑ
．
今
後
更
に
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
空
き
家

に
対
し
、
ど
ん
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ
．
空
き
家
条
例
の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
管
理

の
指
導
助
言
を
行
う
ほ
か
、
空
き
家
バ
ン
ク
を

利
用
し
た
転
売
や
賃
貸
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
。ま
た
、

所
有
者
か
ら
寄
付
し
て
い
た
だ
き
、
空
き
家
を

解
体
し
た
跡
地
を
公
園
や
排
雪
場
所
に
活
用
す

る
な
ど
の
方
法
も
研
究
し
た
い
。

◇
青
年
就
農
給
付
金
事
業
費
に
つ
い
て

Ｑ
．
若
い
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
に
は
良
い

事
業
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
拡
大
の
考
え
が

あ
る
の
か
。

Ａ
．
国
の
事
業
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
同
制
度

は
、
農
業
を
志
す
若
者
が
安
心
し
て
営
農
に
取

り
組
め
る
施
策
と
し
て
期
待
で
き
る
こ
と
か

条
例
案
・
単
行
案

人
　
事
　
案

第
１
回
定
例
会

　

第
１
回
定
例
会
は
２
月
25
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
19
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
会
議

第
１
日
目
は
上
程
議
案
の
内
、
条
例
案
３
件
、
人
事
案
３
件
、
委
員
会
付
託
条
例
案
２
件
が
審
議

さ
れ
原
案
可
決
・
同
意
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
１
件
、
条
例
案
17
件
、
単
行
案
13
件
、
予
算

案
の
32
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
２
日
目
５
人
、
３
日
目
４
人
の
一
般
質
問
が
行
わ
れ
市

政
に
つ
い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
第
４
日
目
は
３
人
の
予
算
質
疑
後
、
63
件
の
上
程
案
、
陳
情
２
件

を
委
員
会
付
託
と
し
、
３
日
間
の
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
５
日
目
は
元
気
臨
時
交

付
金
37
億
８
千
万
円
を
受
け
た
一
般
会
計
補
正
予
算
案
等
３
件
を
含
む
委
員
長
報
告
採
決
に
お
い

て
、
大
仙
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
本
部
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
大
仙
市

一
般
会
計
予
算
に
お
い
て
反
対
討
論
が
あ
り
、
当
初
予
算
で
は
、
賛
成
討
論
も
あ
り
ま
し
た
、
い

ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
66
件
を
原
案
可
決
と
し
閉
会
し
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

２
月
25
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）19
日
間

補 

正 

予 

算

当 

初 

予 

算
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ら
、
国
に
対
し
て
制
度
の
維
持
を
働
き
か
け
た

い
。

　

※
児
玉
議
員
は
こ
の
ほ
か
「
旧
池
田
氏
庭
園

整
備
事
業
費
に
つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
武
田
隆
議
員
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
地
の
会
）

◇
大
仙
市
の
予
算
編
成
の
あ
り
方
に
つ
い
て

Ｑ
．
地
域
の
た
め
の
新
規
事
業
を
各
支
所
の
考

え
方
で
立
案
し
、
実
行
で
き
る
よ
う
な
予
算
編

成
を
す
る
こ
と
で
地
域
に
目
を
向
け
た
行
政
運

営
に
つ
な
が
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

Ａ
．
各
地
域
の
懸
案
事
項
や
要
望
は
各
支
所
が

主
体
と
な
っ
て
把
握
し
、
き
め
細
や
か
で
効
率

的
・
効
果
的
な
事
業
実
施
に
結
び
つ
け
る
予
算

と
し
、
予
算
編
成
に
お
い
て
も
、
支
所
か
ら
出

さ
れ
た
要
求
は
、
支
所
を
交
え
て
十
分
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
行
っ
た
う
え
で
予
算
要
求
し
て
い
る
。

ま
た
、
予
算
編
成
の
基
と
な
る
実
施
計
画
等
の

立
案
の
際
に
も
、
各
地
域
の
考
え
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
て
い
る
。

　

※
武
田
議
員
は
こ
の
ほ
か
予
算
編
成
の
基
本

と
し
て
い
る
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の

実
態
に
つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
【
後
藤
健
議
員
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ま
っ
す
ぐ
大
仙
）

◇
特
定
不
妊
治
療
・

　
　
　
　

不
育
症
治
療
費
補
助
金
に
つ
い
て

Ｑ
．
補
助
対
象
と
な
る
医
療
機
関
が
県
内
６
つ

の
み
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
．
患
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
日
本
産
婦

人
科
学
会
が
適
格
性
を
判
断
し
、
基
準
を
満
た

し
た
医
療
機
関
を
指
定
し
て
い
る
。
な
お
、
指

定
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
で
も
補
助

を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

Ｑ
．
経
済
的
理
由
で
不
妊
治
療
を
躊
躇
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
所
得
制
限
を
撤
廃
又
は
緩
和
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
．
こ
の
制
度
は
高
額
な
治
療
費
の
負
担
軽
減

を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
県
と
同
じ
基

準
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
．
不
妊
に
悩
む
方
に
直
接
制
度
の
情
報
が
行

き
渡
る
よ
う
周
知
を
工
夫
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

Ａ
．
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
市
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
各
医
療
機

関
や
公
共
機
関
等
に
も
配
布
し
周
知
し
た
い
。

　

※
後
藤
議
員
は
こ
の
ほ
か
「
市
債
の
発
行
に

つ
い
て
」
も
質
問
し
ま
し
た
。

▽
反
対
討
論
【
佐
藤
文
子
議
員
】

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
24
年
度
比

21
名
の
職
員
削
減
、
大
幅
な
生
活
保
護
費
削
減

で
あ
る
。
ま
た
、
高
齢
化
や
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
増
加
、
豪
雪
や
豪
雨
が
頻
発
す
る
大
仙
市
に

お
い
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
な
住
生
活
の
保

障
と
あ
ら
ゆ
る
市
政
情
報
の
共
有
の
た
め
に

は
、
公
務
員
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
人
数

も
質
も
向
上
が
は
か
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

国
の
財
政
動
向
に
従
っ
た
予
算
で
あ
り
、
市

職
員
の
削
減
に
反
対
の
立
場
か
ら
、
本
予
算
に

反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

▽
賛
成
討
論

　
　
　
【
冨
岡
喜
芳
議
員
】

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計

予
算
に
関
し
て
は
、
公
債

費
適
正
化
計
画
を
遵
守

し
、
平
成
26
年
度
末
の
公

債
費
適
正
化
比
率
18
％
以

内
に
抑
え
る
対
策
等
、
財

政
運
営
に
努
力
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
す

る
。
ま
た
、
市
民
目
線
で

市
民
の
た
め
に
行
政
を
掌

る
と
い
う
姿
勢
の
も
と
に

編
成
さ
れ
た
当
初
予
算
を

評
価
し
、
さ
ら
に
、
市
民

の
た
め
の
市
政
を
作
り
上

げ
て
い
く
こ
と
を
願
い
賛

成
討
論
と
す
る
。

　

平
成
25
年
第
１
回
臨
時
会
が
１
月
18
日
に
１

日
間
の
会
期
で
招
集
さ
れ
、
上
程
さ
れ
た
平
成

24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
平
成
24
年
度
上

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
を
全
会
一
致
で
原
案

ど
お
り
可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

▽
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

内
容
と
し
て
は
、
今
冬
の
豪
雪
に
か
か
る

市
道
の
除
排
雪
経
費
と
し
て
４
億
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
４
６
２
億
５
，

８
０
５
万
８
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

「
大
仙
市
経
済
・
雇
用
・
生
活
緊
急
対
策
本
部

第
５
次
行
動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
25
年

度
発
注
予
定
の
工
事
の
う
ち
、
市
道
の
舗
装
や

側
溝
の
修
繕
な
ど
を
前
倒
し
発
注
す
る
た
め
債

務
負
担
行
為
２
，
８
０
０
万
円
を
設
定
す
る
も

の
の
ほ
か
、
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
を
予
定

し
て
い
た
神
岡
中
央
公
園
の
一
部
、
中
川
原
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
園
、
笹
倉
公
園
の
３
公
園
を
当

面
、
市
直
営
で
管
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、
指
定

管
理
料
と
し
て
設
定
し
て
い
た
債
務
負
担
行
為

３
，
１
６
２
万
５
千
円
を
取
り
消
す
も
の
で
す
。

　
▽
上
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
　
（
全
会
一
致
で
原
案
可
決
）

　

一
般
会
計
補
正
予
算
と
同
様
、「
第
５
次
行

動
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
平
成
25
年
度
発
注
予

定
の
工
事
の
う
ち
、
大
曲
橋
（
金
谷
橋
）
架
け

替
え
に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
の
ほ
か
、東
川
、

花
園
町
両
地
内
の
配
水
管
改
良
工
事
を
前
倒
し

発
注
す
る
た
め
債
務
負
担
行
為
３
，
６
１
４
万

円
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

会　計　名 予　算　額 前年度比 可　否
一 般 会 計 47,402,356 千円 7.7％ 賛成多数可決

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 事 業 10,169,143 千円 1.3％ 全会一致可決
後 期 高 齢 者 医 療 860,873 千円 △ 3.0％ 全会一致可決
土 地 区 画 整 理 事 業  2,289,407 千円 21.1％ 全会一致可決
学 校 給 食 事 業 926,309 千円 1.5％ 全会一致可決
奨 学 資 金 33,692 千円 △ 7.9％ 全会一致可決
簡 易 水 道 事 業 1,078,778 千円 0.1％ 全会一致可決
公 共 下 水 道 事 業  1,739,989 千円 △ 1.1％ 全会一致可決
特定環境保全公共下水道事業 761,378 千円 0.8％ 全会一致可決
特定地域生活排水処理事業 25,615 千円 △ 3.8％ 全会一致可決
農 業 集 落 排 水 事 業 1,243,338 千円 3.6％ 全会一致可決
老人デイサービス事業 49,858 千円 0.5％ 全会一致可決
ス キ ー 場 事 業 69,717 千円 32.6％ 全会一致可決
財 産 区（ ６ 地 区 ） 18,606 千円 126.9％ 全会一致可決

市 立 大 曲 病 院 事 業 1,108,685 千円 0.5％ 全会一致可決
上 水 道 事 業 1,005,325 千円 △ 20.9％ 全会一致可決

計 68,783,069 千円  5.7％

平成25年度一般会計・特別会計予算

第
１
回
臨
時
会

１
月
18
日（
金
）１
日
間
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市
税
・
国
保
税
等
公
金
収　

納
率
向
上
に
つ
い
て

　
　
　
　

公
金
収
納
率
向
上
に

担
当
者
は
苦
労
の
連
続
と
思
う

が
、
こ
れ
ま
で
ど
ん
な
対
策
を

検
討
し
結
果
を
だ
し
て
き
た
の

か
伺
う
。

　
　
　
　

①
滞
納
整
理
等
に
係

る
県
職
員
派
遣
事
業
に
よ
る
市

職
員
の
派
遣
を
受
け
、
市
職
員

の
育
成
指
導
を
行
う
と
共
に
納

税
班
を
Ｈ
20
年
に
収
納
推
進
課

（
23
年
度
税
務
課
に
統
合
）
と

し
て
独
立
さ
せ
効
果
的
な
収
納

率
向
上
に
努
め
て
い
る
。
②
Ｈ

19
年
度
か
ら
税
理
士
１
名
を
Ｈ

21
年
度
か
ら
金
融
機
関
Ｏ
Ｂ
２

名
を
滞
納
相
談
、
訪
問
徴
収
等

滞
納
整
理
指
導
員
と
し
て
採

用
、
収
納
充
実
効
果
を
図
っ
て

い
る
。
③
秋
田
県
滞
納
整
理
機

構
に
職
員
１
名
派
遣
、
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
滞
納
整
理
の

推
進
に
努
め
、
25
年
度
も
派
遣

予
定
で
あ
る
。

　

対
策
実
施
後
の
23
年
度
収
納

率
は
（
細
部
省
略
）
大
仙
市
14

種
の
公
金
収
納
率
は
93
・
01
％

～
99
・
61
％
で
あ
る
。

�

　
　
　
　

秋
田
県
滞
納
整
理
機

構
の
活
用
実
績
は
。

　
　
　
　

滞
納
額
１
０
０
万
円

以
上
を
機
構
に
引
き
継
ぐ
こ
と

に
し
て
い
る
。
22
～
24
年
度
３

年
間
の
依
頼
人
数
２
３
５
人
、

２
億
７
，
７
４
９
万
円
を
依
頼

し
て
い
る
。

公
共
下
水
道
計
画
の
推
進

　
　
　
　

公
共
下
水
道
計
画
の

進
捗
状
況
は
。

　
　
　
　

西
仙
北
・
協
和
、
仙

北
は
終
了
。
継
続
と
な
っ
て
い

る
地
域
の
23
年
度
進
捗
率
は
、

大
曲
41
・９
％
、神
岡
49
・７
％
、

中
仙
73
・５
％
、南
外
36
・５
％
、

遅
れ
て
い
る
要
因
は
①
国
の
公

共
投
資
抑
制
②
市
の
総
合
計
画

で
全
体
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
施
策
の
展
開
を
図
る
必
要
性

③
合
併
特
例
期
間
終
了
後
の
市

の
財
政
状
況
④
震
災
関
連
重
点

配
分
予
算
等
を
考
慮
す
る
と
、

未
着
工
地
域
の
住
民
に
着
工
時

期
を
不
明
言
が
実
情
。

　
　
　
　

子
供
た
ち
の
未
来
を

展
望
し
国
の
公
共
投
資
抑
制
に

強
力
な
陳
情
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

公
共
事
業
は
国
の
制

度
を
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
行
政
も
動
く
の
で
議
会
と

し
て
も
県
、
関
係
省
庁
等
に
働

き
か
け
を
お
願
い
す
る
。

　

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
意

見
は
学
校
等
と
相
談
し
生
活
環

境
、
住
環
境
問
題
を
対
話
で
き

る
よ
う
仕
組
み
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　

県
生
活
排
水
処
理
整

備
構
想
の
25
年
度
見
直
し
で
市

整
備
構
想
の
見
直
し
は
。

　
　
　
　

地
域
の
生
活
環
境
や

ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
実
現

可
能
な
整
備
計
画
を
取
り
ま
と

め
る
。
ま
た
「
集
合
処
理
型
」

の
整
備
手
法
は
多
く
の
課
題
や

問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。「
単

独
処
理
区
域
」
へ
の
選
択
の
時

期
に
来
て
い
る
。

地
域
ご
と
の
栄
養
指
導
に
つ
い
て

　
　
　
　

食
生
活
推
進
協
議
会

の
活
動
環
境
は
十
分
か
。

　
　
　
　

環
境
に
課
題
が
あ
れ

ば
機
構
変
更
、
行
政
改
革
で
手

直
し
を
す
る
。

　
　
　
　

南
外
地
区
の
林
道
、

水
沢
々
線
の
舗
装
計
画
は
、
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

延
長
１
，
８
１
０
ｍ

の
う
ち
、
中
間
点
付
近
が
急
勾

配
の
た
め
、
路
面
浸
食
が
懸
念

さ
れ
る
２
５
０
ｍ
の
区
間
の
舗

装
に
つ
い
て
、
平
成
25
年
度
に

事
業
費
８
７
０
万
円
で
、
計
画

し
て
い
た
が
、
林
業
施
策
全
体

の
中
で
検
討
し
た
結
果
、
26
年

度
の
事
業
実
施
と
な
る
予
定
で

あ
る
。

　

林
道
は
森
林
の
適
正
な
管
理

や
効
率
的
な
林
業
経
営
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
あ

り
、
農
山
村
地
域
の
人
々
の
生

活
道
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
の
で
、
計
画
的

な
林
道
整
備
に
努
め
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
共
通
チ
ケ
ッ

ト
発
行
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　

事
業
主
体
で
あ
る
大

曲
商
工
会
議
所
及
び
大
仙
市
商

工
会
は
営
利
団
体
で
は
な
く
、

加
盟
店
の
負
担
を
で
き
る
限
り

軽
減
で
き
る
策
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
る
が
、
所
見
を

伺
う
。
ま
た
、
市
内
の
景
気
浮

揚
と
地
域
内
の
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
に
も
、
来
年
度
以
降
も

継
続
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

伺
う
。

　
　
　
　

来
年
度
以
降
に
お
け

る
本
事
業
の
継
続
に
つ
い
て

は
、
平
成
21
年
度
の
大
仙
市
商

品
券
事
業
に
お
い
て
、
総
額

５
億
４
千
５
百
万
円
の
換
金
実

績
が
あ
り
、
大
型
店
以
外
の
各

地
域
の
小
売
店
や
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
に
お
い

て
は
、
52
％
、
大
型
店
で
は

48
％
の
換
金
が
あ
っ
た
こ
と
を

見
て
も
、
市
内
の
景
気
浮
揚
と

地
域
内
消
費
の
拡
大
に
つ
い

て
、
有
効
な
事
業
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度
事

業
の
実
施
効
果
を
検
証
し
、
商

工
団
体
の
意
向
や
市
の
財
政
状

況
を
勘
案
し
た
う
え
で
判
断
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
継

続
に
つ
い
て

　
　
　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
事
業
は
、
市
民
の
住
環
境
の

向
上
と
市
内
住
宅
産
業
の
活
性

化
及
び
雇
用
創
出
に
大
き
く
寄

与
し
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

平
成
25
年
度
以
降
も
、
こ
の
事

業
を
継
続
す
る
予
定
は
あ
る
の

か
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
25
年
度
も
継
続

し
て
実
施
す
る
。

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

に
つ
い
て
は
、
地
元
業
者
と
地

域
住
民
と
の
繋
が
り
を
高
め
、

お
互
い
の
信
頼
関
係
が
深
め
ら

れ
、
地
域
活
性
化
に
も
結
び
つ

い
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
26
年
度
以
降

に
つ
い
て
も
、
申
請
状
況
等
を

見
据
え
な
が
ら
、
継
続
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
佐
藤
議
員
は
、
こ
れ
ら
の
他

に
「
森
林
の
整
備
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
県
生
活
排
水
処
理
整
備
構
想
の
大
仙

　
　
　
市
整
備
構
想
の
見
直
し
骨
子
は

　
Ｑ　
南
外
地
区
林
道
の

　
　
　
　
水
沢
々
線
の
舗
装
計
画
は

大地の会

大野忠夫 議員

だいせんの会

佐藤芳雄 議員

　
Ａ　
整
備
手
法
見
直
し
で
合
併
処
理
浄
化

　
　
　
槽
処
理
区
域
に
転
換
な
ど
選
択
時
期

　
　
　
に
来
て
い
る　

　
Ａ　
26
年
度
の
事
業
実
施
予
定

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

市
長

質
問

質
問

一般質問

Premium	t
icket	

Premium	ticket	
Premium	ticket	

Premium	ticket	

Premium	ticket	
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大
雪
に
よ
り
増
え
続

け
る
除
排
雪
費
、
今
後
の
財
政

規
模
の
縮
小
を
見
据
え
、
除
雪

体
制
を
検
証
し
、課
題
を
洗
い
、

経
費
の
節
減
を
含
め
、
除
雪
計

画
の
見
直
し
が
必
要
と
思
う
が

伺
う
。

　
　
　
　

市
民
生
活
の
安
全
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
毎
年
除

雪
計
画
を
策
定
し
、
臨
ん
で
お

る
が
、
要
望
も
多
種
多
様
化
し

て
き
て
お
り
、
今
冬
の
除
雪
体

制
を
検
証
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
持
続
可
能
な
体
制
の
構
築
に

む
け
「
大
仙
市
除
雪
計
画
」
の

見
直
し
作
業
を
進
め
る
。
こ
の

中
で
は
、
除
雪
に
携
わ
る
人
員

の
確
保
及
び
機
械
の
確
保
な
ど

に
対
す
る
方
針
や
、
除
雪
セ
ン

サ
ー
の
配
置
を
含
め
、
創
意
工

夫
に
よ
る
効
率
的
な
作
業
経
費

の
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、
官
民

一
体
と
な
り
検
討
す
る
。

　
　
　
　

中
長
期
的
な
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
及
び
高
齢
化
社
会

を
考
え
、
消
融
雪
施
設
の
整
備

拡
充
、
除
雪
機
械
の
更
新
を
促

進
す
る
べ
き
。

　
　
　
　
「
消
雪
施
設
整
備
補

助
金
交
付
要
綱
」
に
よ
り
、
平

成
24
年
度
は
、
新
規
３
件
、
更

新
10
件
に
補
助
金
を
交
付
し
て

お
り
、
新
規
に
消
雪
施
設
を
設

置
す
る
場
合
、
受
益
者
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
補
助
金
の
限

度
額
の
増
額
を
検
討
す
る
。

　

観
光
振
興

　
　
　
　

交
流
人
口
の
拡
大
を

図
る
上
で
、
観
光
の
推
進
は
極

め
て
重
要
で
あ
る
と
思
う
が
ど

う
か
。

　
　
　
　

官
民
一
体
と
な
っ
た

取
組
が
重
要
で
、
４
月
設
立
の

「
大
仙
市
観
光
物
産
協
会
」
を

主
体
的
な
役
割
を
担
う
団
体
と

し
て
位
置
づ
け
し
、
観
光
事
業

者
や
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
、
農
業
生
産
者
、
食
の
グ

ル
ー
プ
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、

行
政
組
織
な
ど
と
連
携
し
な
が

ら
、
協
働
に
よ
り
地
域
に
根
ざ

し
た
観
光
振
興
に
努
め
、
秋
田

Ｄ
Ｃ
（
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）に
つ
い
て
は
、

４
月
に
「
大
仙
市
Ｄ
Ｃ
推
進
委

員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
受
入
態

勢
の
整
備
、
情
報
発
信
や
お
土

産
品
の
開
発
、
市
民
参
加
型
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
。

　

組
織
機
構
の
再
編
は

　
　
　
　

定
員
適
正
化
計
画
で

の
職
員
減
少
を
踏
ま
え
、
今
後

の
組
織
機
構
を
伺
う
。

　
　
　
　

適
正
規
模
の
職
員
数

を
目
指
し
、
更
な
る
定
員
、
組

織
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
り
、

現
在
の
１
本
庁
７
支
所
体
制
は

維
持
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と

す
る
が
、
一
部
の
業
務
は
集
約

化
す
る
こ
と
も
有
効
か
、
今
後

議
会
に
示
し
な
が
ら
、
進
め
て

い
く
。

※
茂
木
隆
議
員
は
、
こ
れ
ら
の

他
に「
河
床
の
浚
渫
に
つ
い
て
」

の
質
問
も
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

全
国
の
法
務
局
に

「
い
じ
め
問
題
」
で
救
済
を
求

め
る
学
童
・
父
兄
の
件
数
が

20
・
６
％
の
大
幅
な
伸
び
を
示

し
て
い
る
が
大
仙
市
の
現
況
は

ど
う
か
。

　
　
　
　

年
３
回
の
調
査
で
12

月
に
行
な
わ
れ
た
内
容
は
、
小

学
校
で
10
件
、
中
学
校
で
８
件

の
認
知
件
数
を
把
握
し
て
い

る
。

　
　
　
　
「
い
じ
め
」
を
分
類

す
る
と
「
け
ん
か
や
意
地
悪
」

「
い
わ
ゆ
る
い
じ
め
」「
い
じ
め

非
行
」
に
な
る
が
、
こ
の
中
で

「
い
じ
め
非
行
」
は
暴
力
・
使

い
パ
シ
リ
・
物
を
壊
す
・
嫌
が

る
こ
と
の
強
制
等
が
あ
り
、
教

育
だ
け
で
解
決
し
な
い
問
題
が

あ
る
と
思
う
が
、
ど
う
対
処
さ

れ
る
の
か
。

　
　
　
　

学
童
に
対
す
る
傷

害
、
心
身
の
苦
痛
又
は
財
産
上

の
損
失
を
与
え
る
行
為
、
授
業

を
妨
げ
る
行
為
な
ど
正
常
な
教

育
活
動
を
妨
げ
る
場
合
は
法
令

等
に
基
づ
い
て
、
そ
の
対
応
を

学
校
の
運
営
規
定
に
定
め
て
い

る
。

　
　
　
　
「
い
じ
め
」
の
当
事

者
で
あ
る
生
徒
が
主
体
的
に
取

り
組
む
「
い
じ
め
防
止
実
践
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
重
要
だ
と
思
う

が
、
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

小
学
生
に
お
い
て
は

「
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｉ
音
楽
会
」

の
開
催
、
中
学
生
で
は
中
学
生

サ
ミ
ッ
ト
で
「
い
じ
め
撲
滅
」

の
ア
ピ
ー
ル
等
を
展
開
し
て
お

り
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
即

時
対
応
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　

１
９
９
６
年
に
、
当

時
の
文
部
省
が
実
施
し
た
２
万

人
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
子
供
た
ち

が
「
い
じ
め
」
で
苦
し
ん
で
い

る
姿
は
あ
っ
て
も
親
が
そ
れ
に

気
づ
か
な
い
、
あ
る
い
は
気
づ

い
て
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
な
い
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
こ
ど
も
条
例
」
の
制
定
を

含
め
て
市
民
の
参
加
を
得
た
取

り
組
み
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会
や
学
校

と
地
域
の
取
組
を
よ
り
オ
ー
プ

ン
に
し
て
初
め
て
、
い
じ
め
を

許
さ
な
い
基
盤
作
り
が
進
む
と

捉
え
て
い
る
。
秋
田
県
い
じ
め

問
題
対
策
協
議
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
と
共
に
協
議
し
て
い
く
。

大
仙
市
都
市
計
画
に
つ
い
て

　

質
問　

大
曲
駅
前
第
二
地
区

土
地
区
画
整
理
事
業
は
平
成
27

年
度
ま
で
に
、
中
通
線
を
中
心

に
し
た
環
状
線
、
旧
仙
北
町
か

ら
環
状
線
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
が
、

完
成
の
目
処
は
ど
う
か
。
ま
た

区
画
整
理
事
業
の
換
地
処
分
、

精
算
を
含
め
た
事
業
が
完
了
す

る
目
処
は
何
時
か
。
更
に
、
事

業
の
期
間
を
出
来
る
だ
け
短
縮

し
、
財
政
負
担
を
軽
減
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　

中
通
線
は
平
成
25
年

度
に
用
地
買
収
を
完
了
し
26
年

は
道
路
工
事
、
27
年
度
内
に
舗

装
工
事
を
完
了
し
年
度
内
に
供

用
を
目
指
す
。
旧
仙
北
町
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
完
成
で
大

曲
駅
前
中
心
市
街
地
へ
の
交
通

の
利
便
性
が
向
上
す
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
区
画
整
理
事
業

の
完
了
は
平
成
33
年
度
に
な
る

予
定
で
、
事
務
経
費
も
含
め
て

２
９
８
億
円
で
完
了
す
る
予
定

で
あ
る
。

一
般
質
問

９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
除
雪
体
制
の
検
証
と

新
た
な
計
画
の
策
定
を

　
Ｑ　
生
徒
が
主
体
に
な
っ
て
取
り
組
む

　
　
　
「
い
じ
め
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
実
施
を

新政会

茂木　隆 議員

大地の会

石塚　柏 議員

　
Ａ　

�

中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
除
雪

体
制
の
構
築
に
む
け
、
除
雪
計
画

の
見
直
し
を
検
討

　
Ａ　

�

市
内
の
中
学
で
は
「
青
い
リ
ボ
ン
運
動
」

「
あ
り
が
と
う
の
木
運
動
」
な
ど
、
い
じ

め
に
毅
然
と
向
か
う
取
組
を
し
て
い
る

市
長

市
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問

市
長
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昨
年
第
10
回
全
国
和

牛
能
力
共
進
会
に
お
い
て
、
秋

田
県
の
義
平
福
の
産
子
が
肉
牛

部
門
で
優
等
賞
二
席
の
評
価
を

受
け
る
等
県
産
和
牛
の
評
価
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
流

れ
を
強
め
る
為
に
、
大
仙
市
産

和
牛
で
次
回
宮
城
県
で
開
催
予

定
の
第
11
回
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
で
の
日
本
一
を
目
指
し
て

早
期
に
大
仙
市
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
べ
き
と
思
う
が

如
何
か
。

　
　
　
　

昨
年
の
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
の
成
果
は
、
今
後
の

県
畜
産
業
発
展
に
大
き
く
貢
献

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

こ
の
盛
り
上
が
り
を
継
続
し
更

な
る
効
果
を
上
げ
る
取
組
み
が

地
域
農
業
活
性
化
に
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。
市
内
に
は
宮
城

大
会
を
目
指
し
た
い
と
い
う
若

手
畜
産
農
業
者
も
多
く
い
る
こ

と
か
ら
大
会
の
出
品
条
件
等
の

基
本
骨
子
も
見
極
め
な
が
ら
市

と
し
て
も
、
導
入
事
業
の
制
度

充
実
の
検
討
や
夢
プ
ラ
ン
事
業

の
活
用
な
ど
に
よ
る
支
援
を
は

じ
め
、
Ｊ
Ａ
や
県
な
ど
の
関
係

機
関
と
検
討
の
場
を
設
け
、
早

期
に
体
制
の
構
築
に
取
り
組
め

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

家
庭
系
ご
み
の
減
量
対
策
が
必

要
で
な
い
か

　
　
　
　

平
成
20
年
に
ご
み
の

焼
却
量
特
に
家
庭
の
燃
や
せ
る

ご
み
の
増
加
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
ご
み
減
量

策
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
処
理

手
数
料
の
徴
収
を
導
入
し
て
、

４
年
が
過
ぎ
た
現
在
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
家
庭
の
可
燃
ゴ
ミ

が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
循
環
型

地
域
形
成
を
目
指
す
た
め
に

も
、
何
ら
か
の
施
策
を
講
ず
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
そ
の
具

体
的
な
誘
導
策
を
何
か
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
23
年
度
可
燃
ご

み
は
水
害
の
影
響
も
あ
っ
た

が
、
家
庭
系
ご
み
は
減
少
率
が

低
下
し
、
事
業
系
は
増
加
し
た

そ
の
結
果
、
総
排
出
量
が
有
料

化
以
降
初
め
て
０
・
５
％
の
増

加
に
転
じ
た
。
こ
の
た
め
市
で

は
、
家
庭
ご
み
の
袋
の
内
容
調

査
や
こ
れ
ま
で
実
施
し
た
施
策

の
検
証
を
行
い
、
一
般
廃
棄
物

処
理
基
本
計
画
の
見
直
し
作
業

を
行
な
っ
て
い
る
。
具
体
策
と

し
て
は
、
紙
類
の
回
収
率
向
上

の
た
め
雑
紙
リ
サ
イ
ク
ル
袋
に

よ
る
分
別
推
進
や
布
類
の
資
源

ご
み
と
し
て
の
回
収
の
平
成
26

年
度
実
施
へ
向
け
て
の
検
討
、

事
業
所
へ
の
啓
発
の
強
化
等
と

し
て
い
る
。
今
後
と
も
見
直
し

後
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
市

民
・
事
業
所
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
、よ
り
一
層
努
力
す
る
。

※
金
谷
議
員
は
、
こ
れ
ら
の
他

に
「
債
権
管
理
に
つ
い
て
」
の

質
問
も
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　

食
中
毒
が
全
中
仙
地

域
内
、
各
学
校
内
、
給
食
セ
ン

タ
ー
内
で
蔓
延
状
態
に
な
る
前

に
早
期
発
見
出
来
な
か
っ
た
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　

今
回
の
食
中

毒
事
件
発
生
前
の
給
食
セ
ン

タ
ー
職
員
及
び
家
族
の
健
康
状

態
は
、
自
覚
症
状
や
体
調
不
良

は
な
く
、
検
査
等
の
必
要
は
な

か
っ
た
し
、
食
材
も
安
全
性
が

確
認
さ
れ
た
と
認
識
し
て
い

る
。
通
常
通
り
の
衛
生
管
理
に

努
め
て
い
た
。

　
　
　
　

中
仙
給
食
セ
ン
タ
ー

の
給
食
が
原
因
で
あ
る
と
断
定

し
た
と
報
道
さ
れ
、
そ
の
後
、

大
仙
保
健
所
の
給
食
サ
ン
プ
ル

検
査
で
は
異
状
が
な
か
っ
た
と

あ
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
職
員
12

検
体
中
５
検
体
か
ら
ノ
ロ
ウ
ィ

ル
ス
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
限

り
な
く
職
員
が
感
染
源
に
近
い

と
疑
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

調
査
、
検
査
を
行
っ
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　

大
仙
保
健
所

か
ら
職
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査

が
あ
り
、
１
月
、
２
月
の
献
立

表
、
作
業
動
線
図
、
作
業
工
程

表
、
食
材
一
覧
、
職
員
健
康

チ
ェ
ッ
ク
表
、
ク
ラ
ス
別
の
人

数
表
等
の
資
料
の
提
出
も
求
め

ら
れ
た
。

　

学
校
栄
養
士
、
調
理
員
の
班

長
に
も
聞
き
取
り
調
査
が
あ

り
、
１
月
31
日
以
前
に
セ
ン

タ
ー
内
、
調
理
場
内
で
の
作
業

や
配
送
中
に
何
か
変
わ
っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
を
聞
か
れ

た
。
ま
た
、
職
員
の
服
装
や
着

替
え
、
配
送
車
へ
の
積
み
込
み

な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
確
認
す

る
こ
と
の
指
導
が
あ
っ
た
。

　

食
中
毒
の
原
因
物
質
は
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
、
原
因
食
物
は
学
校

給
食
、
原
因
施
設
は
中
仙
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
と
の
判

断
で
あ
る
が
、
感
染
源
の
特
定

は
で
き
な
い
。

　
　
　
　

二
次
感
染
者
も
含
め

た
罹
患
者
は
何
人
か
。

　
　
　
　
　
　
　

２
月
４
日
時

点
で
は
２
３
７
人
の
発
症
を
大

仙
市
保
健
所
で
確
認
し
て
お

り
、
そ
の
後
、
新
た
に
19
人
が

感
染
し
て
お
り
、
全
体
の
罹
患

者
は
２
９
０
人
程
に
な
る
と
の

情
報
を
得
て
い
る
。

　
　
　
　

罹
患
者
に
対
す
る
医

療
費
な
ど
の
補
償
に
係
る
調
査

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

調
査
票
の
全

体
数
７
９
４
件
中
６
３
２
件

で
回
収
率
は
79
・
６
％
で
あ

る
。
医
療
費
の
申
請
は
、
児
童

生
徒
及
び
教
職
員
、
合
わ
せ
て

２
７
８
人
、二
次
感
染
者
85
人
、

合
計
３
６
３
人
で
あ
り
、
今
後

も
調
査
票
未
提
出
の
方
に
、
提

出
の
お
願
い
を
し
て
い
く
。
補

償
金
額
に
つ
い
て
は
、
弁
当
持

参
分
な
ど
は
見
込
め
る
が
、
医

療
費
を
支
払
っ
た
方
、
お
見
舞

金
等
、
様
々
な
ケ
ー
ス
が
あ

り
、
見
込
額
を
現
在
調
査
中
で

あ
る
。

一
般
質
問

９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　

�

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
で
日
本
一

を
目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く

る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か

　
Ｑ　
中
仙
地
域
集
団
食
中
毒

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
源
は

大地の会

金谷道男 議員

大地の会

冨岡喜芳 議員

　
Ａ　

�

早
期
に
次
回
宮
城
県
大
会
に
向
け

た
体
制
構
築
に
取
り
組
み
た
い

　
Ａ　
感
染
源
の
特
定
は
で
き
な
い

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

教
育
指
導
部
長

教
育
指
導
部
長

教
育
指
導
部
長

教
育
指
導
部
長

質
問

質
問

質
問

一般質問
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質
問　

秋
田
県
を
心
か
ら

「
ふ
る
さ
と
」
と
思
い
、
ふ
る

さ
と
の
た
め
に
頑
張
っ
て
み
た

い
と
い
う
人
間
、
人
が
育
と
う

と
す
る
芽
に
対
し
、
行
政
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の

か
伺
う
。

　
　
　
　

人
間
を
育
て
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
地
域
を
担
う
人

材
育
成
、い
わ
ば
「
人
づ
く
り
」

と
い
う
概
念
で
捉
え
る
と
、
よ

り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

地
域
を
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で

は
、
ま
さ
に
根
幹
を
成
す
も
の

で
あ
り
、
重
要
な
要
素
だ
と

思
っ
て
い
る
。「
人
ら
し
き
人
」

を
育
む
こ
と
、「
人
ら
し
き
人

の
才
を
生
か
せ
る
場
」
を
創
出

す
る
こ
と
は
、
行
政
だ
け
で
成

し
得
る
も
の
で
は
な
く
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
を
含
む
地
域
社

会
、
そ
し
て
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
な
ど
が
密
接
か
つ
重
層

的
に
影
響
し
合
い
な
が
ら
実
現

さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

農
業
政
策
に
つ
い
て

　

質
問　

大
仙
市
農
業
を
魅
力

あ
る
産
業
に
育
て
、
大
仙
市
農

業
を
再
生
す
る
た
め
に
は
、
農

業
従
事
者
、
地
域
の
方
々
、
農

業
団
体
が
今
ま
で
以
上
に
議
論

を
重
ね
農
業
の
行
く
末
を
探
っ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

　

市
長　

消
費
税
増
税
前
の
法

人
設
立
に
つ
い
て
は
、
農
業
用

機
械
や
農
業
用
施
設
の
導
入
時

に
負
担
軽
減
で
き
る
よ
う
、
集

落
営
農
組
織
へ
の
早
期
法
人
設

立
を
促
し
て
い
く
。
ま
た
、
足

腰
の
強
い
農
業
法
人
の
設
立
の

た
め
、
税
理
士
費
用
の
支
援
な

ど
を
継
続
し
て
い
く
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
の
農
業
振

興
計
画
で
は
、
大
仙
市
農
業
振

興
計
画
の
個
々
の
取
組
と
歩
調

を
合
わ
せ
た
内
容
と
し
て
作
成

さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
も
Ｊ

Ａ
と
協
調
し
て
計
画
の
達
成
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

ユ
メ
リ
ア
を
広
域
防
災
拠
点
と

す
る
件
に
つ
い
て

　

質
問　

大
仙
市
全
体
の
公
共

施
設
を
検
討
し
た
結
果
か
。
ま

た
、
豪
雨
の
土
砂
崩
れ
発
生
時

や
冬
期
の
積
雪
期
に
大
震
災
が

発
生
し
た
場
合
、
支
援
体
制
に

支
障
を
来
す
と
思
う
が
、
ど
う

か
。

　

市
長　

市
や
県
の
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
で
は
、
大
仙
市

に
お
い
て
は
ベ
ー
ス
基
地
と
し

て
総
合
運
動
公
園
を
、
ま
た
総

合
指
揮
本
部
機
能
と
し
て
は
大

曲
市
民
会
館
、
大
曲
交
流
セ
ン

タ
ー
、
同
駐
車
場
エ
リ
ア
全
面

を
候
補
地
と
し
て
い
る
。

　

２
０
０
３
年
の
ユ
メ
リ
ア
進

入
道
路
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
、

国
の
助
言
に
よ
っ
て
、
法
面
全

体
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
し
、

水
抜
き
配
水
管
を
整
備
し
、
さ

ら
に
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
に
よ

り
、
強
固
な
構
造
で
修
復
し
て

い
る
の
で
、
著
し
く
危
険
と
は

言
え
な
い
。

　

質
問　

園
内
に
あ
る
中
央
斎

場
が
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、

跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
き
れ

い
な
景
観
の
墓
園
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

市
長　

斎
場
跡
地
の
整
備

は
、
大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏

組
合
で
、
中
央
斎
場
の
移
転
改

築
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
現

斎
場
は
平
成
27
年
度
に
解
体
す

る
計
画
で
あ
る
。
大
曲
地
域
の

墓
地
需
要
が
高
い
こ
と
か
ら
、

来
年
度
、
規
制
墓
地
30
区
画
の

増
設
を
計
画
し
て
い
る
。
今
後

の
需
要
予
測
を
立
て
、
中
央
斎

場
跡
地
を
活
か
し
な
が
ら
、
大

曲
墓
園
を
拡
張
す
る
こ
と
で
、

斎
場
敷
地
の
所
有
者
で
あ
る
大

曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
と

協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
る
。斎
場
の
解
体
に
伴
い
、

墓
参
り
に
訪
れ
た
方
々
が
く
つ

ろ
げ
、
安
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を

目
指
し
、
駐
車
場
の
整
備
や
休

憩
室
と
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
及

び
墓
園
内
道
路
の
拡
幅
な
ど
の

一
体
的
な
整
備
に
つ
い
て
、
ス

プ
リ
ン
グ
レ
ビ
ュ
ー
に
お
い
て

検
討
を
進
め
る
。
今
後
も
市
民

の
要
望
に
応
じ
た
計
画
的
な
増

設
、
墓
園
内
の
良
好
な
景
観
の

保
持
に
努
め
る
。

Ｄ
Ｖ
防
止
に
つ
い
て

　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
・
交

流
推
進
課
の
市
民
意
識
調
査

（
平
成
23
年
６
月
１
日
～
17
日

実
施
）
の
報
告
書
で
は
、
配
偶

者
な
ど
親
し
い
関
係
に
あ
る
者

か
ら
の
暴
力
で
、
怒
鳴
る
、
嫉

妬
、
物
を
壊
す
精
神
的
暴
力
が

５
割
、
殴
る
、
蹴
る
刃
物
を
突

き
つ
け
る
身
体
的
暴
力
と
性
的

暴
力
を
合
わ
せ
て
３
割
に
の

ぼ
る
実
態
が
で
た
。
同
じ
く
大

仙
市
内
の
高
校
生
意
識
調
査
で

も
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
被
害

（
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
）
で
は
、
１
割

弱
の
人
が
被
害
経
験
が
あ
る
と

で
て
い
る
。
被
害
か
ら
逃
れ
る

た
め
の
第
一
歩
と
し
て
、
電
話

相
談
窓
口
を
設
置
し
て
は
ど
う

か
。

⑴
Ｄ
Ｖ
防
止
サ
ポ
ー
タ
ー
（
仮

称
）
の
認
定

⑵
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
電
話
相
談
窓

口
設
置

　

市
長　

⑴
に
つ
い
て
、
23
、

24
年
度
実
施
の
「
Ｄ
Ｖ
被
害
者

支
援
要
請
講
座
」
を
受
講
し
た

43
名
を
中
心
に
制
度
の
創
設
を

検
討
す
る
。

⑵
に
つ
い
て
、
市
の
相
談
機
関

へ
の
相
談
は
、わ
ず
か
１
・６
％

と
い
う
結
果
で
あ
り
、
Ｄ
Ｖ
意

識
の
低
さ
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で

顕
在
化
し
に
く
い
特
性
が
あ

る
。
電
話
相
談
者
へ
の
対
応
は

極
め
て
難
し
い
の
で
、
県
の
配

偶
者
暴
力
相
談
セ
ン
タ
ー
を
利

用
す
る
よ
う
情
報
提
供
に
努
め

る
。

※
杉
沢
議
員
は
、
こ
れ
ら
の
他

に
「
体
罰
に
つ
い
て
」
と
「
市

の
福
祉
行
政
と
社
団
法
人
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
検
討
委

員
会
の
設
置
に
つ
い
て
」
の
質

問
も
行
い
ま
し
た
。

一
般
質
問

９
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り

市
当
局
の
見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　
Ｑ　
人
が
育
と
う
と
す
る
芽
に

ど
う
対
応
す
る
か

　
Ｑ　
中
央
斎
場
の
跡
地
を

景
観
の
よ
い
墓
園
に

大地の会

武田　隆 議員

公明党

杉沢千恵子 議員

　
Ａ　

�

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
が
密
接

な
お
か
つ
重
層
的
に
影
響
し
あ
い

な
が
ら
実
現

　
Ａ　

�

安
ら
ぎ
の
あ
る
空
間
を
目
指
し
、

検
討
す
る

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

質
問

質
問

質
問

質
問

質
問

一般質問
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質
問　

文
部
科
学
省
は
平
成

22
年
４
月
か
ら
就
学
援
助
の
対

象
範
囲
（
支
給
品
目
）
に
ク
ラ

ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
費
の
３
つ
を
追
加
す
る
要

綱
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
が
、

準
要
保
護
者
は
要
保
護
者
に
準

ず
る
程
度
に
困
窮
し
て
い
る
と

認
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
支

給
に
あ
た
っ
て
は
、
要
保
護
者

と
の
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
改
正
要
綱
に
則
り
、
当
市

で
も
就
学
援
助
対
象
範
囲
に
ク

ラ
ブ
活
動
費
、
生
徒
会
費
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
を
含
め
る
よ
う
求
め

る
が
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　

ク
ラ
ブ
活
動
費
に
つ

い
て
は
、
児
童
生
徒
全
員
が
一

律
に
負
担
す
べ
き
こ
と
と
な
る

経
費
の
算
定
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
。

　

つ
い
て
は
、
生
徒
会
費
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
費
の
一
律
に
負
担
す
べ

き
経
費
に
お
い
て
は
今
後
、
予

算
積
算
単
価
や
生
活
保
護
基
準

の
見
直
し
な
ど
も
踏
ま
え
て
実

施
に
向
け
て
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

重
大
な
局
面
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に

つ
い
て

　

質
問　

①
安
倍
首
相
は
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
参
加
に
大
き
く
踏
み
出

す
意
向
を
示
し
た
が
重
大
な
局

面
を
迎
え
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
と
安

倍
首
相
の
一
連
の
対
応
を
ど
の

よ
う
な
思
い
で
お
ら
れ
る
か
。

②
国
内
屈
指
の
米
の
生
産
地
で

あ
る
大
仙
市
の
市
長
と
し
て
、

こ
の
際
市
民
、
団
体
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
政
府
と
政
権
政
党
に

対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
阻
止
の
要

請
行
動
を
行
う
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　

市
長　

①
平
成
22
年
10
月
県

内
い
ち
早
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
締
結
反
対

の
決
議
の
意
見
書
を
可
決
し
、

同
年
12
月
開
催
の
Ｊ
Ａ
秋
田
お

ば
こ
主
催
の
農
業
危
機
突
破
生

産
者
大
会
で
の
決
議
に
出
席
し

市
と
し
て
反
対
し
た
。
こ
の
立

場
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
参
加
し
た
場
合
、
特
に
米

に
大
部
分
を
依
存
す
る
大
仙
市

に
お
い
て
は
そ
の
影
響
は
大
き

い
。
こ
れ
ま
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
政
府
と
し

て
統
一
し
た
試
算
の
情
報
が
国

民
に
公
表
さ
れ
て
い
な
い
中
で

交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
は
様
々

な
問
題
で
大
変
不
安
に
思
う
。

　

②
一
定
の
合
意
と
し
て
い
る

以
上
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
に
つ
い

て
は
決
着
が
つ
い
た
も
の
と
考

え
る
。
残
念
で
あ
る
が
そ
う
思

う
。
政
府
が
参
加
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
で
国

益
を
ど
う
守
る
の
か
、
我
々
も

真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
国
会
に
お
い
て

し
っ
か
り
と
し
た
議
論
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
国
会
議
員
に

働
き
か
け
る
方
向
を
考
え
て
み

た
い
。

※
佐
藤
議
員
は
、
こ
れ
ら
の
他

に
「
灯
油
購
入
助
成
事
業
の
緊

急
実
施
に
つ
い
て
」
と
「
高
齢

者
世
帯
の
除
排
雪
、
雪
下
ろ
し

支
援
に
つ
い
て
」
の
質
問
も
行

い
ま
し
た
。

　
Ｑ　
就
学
援
助
対
象
範
囲
の
拡
大
を

日本共産党

佐藤文子 議員
　
Ａ　
生
徒
会
費
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
は

実
施
に
向
け
検
討

市
長

市
長

質
問

質
問

一般質問
　

大
仙
市
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別

委
員
会
（
委
員
長
藤
井
春
雄
）
は
第
１
回
市

議
会
定
例
会
で
、
中
間
報
告
と
し
て
「
道
の

駅
」
に
関
す
る
調
査
・
審
査
結
果
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

〈
道
の
駅
か
み
お
か
に
つ
い
て
〉

①
平
成
23
年
度
の
利
用
者
は
11
万
５
千
人
と

ピ
ー
ク
時
の
32
％
減
、
売
り
上
げ
は
36
％
減
と

な
っ
て
い
る
。

②
屋
台
市
場
の
増
設
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
移
設
、

野
菜
直
売
所
の
増
設
な
ど
経
営
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

③
経
営
改
革
の
目
標
と
し
て
、平
成
27
年
度
に
、

売
店
部
門
１
，
５
０
０
万
円
、
レ
ス
ト
ラ
ン
及

び
屋
台
部
門
は
１
，
９
０
０
万
円
に
、
利
用
者

数
は
13
万
人
と
し
て
経
営
安
定
化
対
策
を
挙
げ

て
お
り
、
目
標
達
成
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。

④
別
棟
と
な
っ
て
い
る
野
菜
直
売
所
と
道
の
駅

の
通
路
改
善
、
直
売
所
の
増
設
、
販
売
者
か
ら

の
売
り
上
げ
手
数
料
負
担
に
つ
い
て
、
市
当
局

並
び
に
直
売
所
関
係
者
と
協
議
の
上
、
進
め
て

欲
し
い
。

⑤
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た

メ
ニ
ュ
ー
、
例
え
ば
大
曲
の
納
豆
汁
を
加
え
、

Ｐ
Ｒ
・
販
売
を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

〈
道
の
駅
な
か
せ
ん
に
つ
い
て
〉

①
施
設
利
用
者
は
平
成
23
年
度
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
効
果
な
ど
に
よ
り
大
き
く
回
復
し
て
い
る
。

②
平
成
23
年
度
か
ら
、
期
間
限
定
の
無
休
営
業

や
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
の
共
通
化
、
大
規
模
催
事
販

売
で
利
便
性
の
向
上
と
集
客
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、「
道
の
駅
な
か
せ
ん
協
議
会
」
を
発
足

さ
せ
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
経
営
改
革
の
目
標
と
し
て
平
成
27
年
度
に
、

利
用
者
数
を
ピ
ー
ク
時
の
17
万
人
に
回
復
さ

せ
、
営
業
団
体
の
活
性
化
、
施
設
の
維
持
管
理

強
化
な
ど
計
画
に
掲
げ
て
お
り
、
目
標
を
達
成

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

④
物
産
中
仙
米
菓
工
場
は
見
学
者
も
多
く
、
道

の
駅
の
営
業
時
間
と
一
体
の
製
造
で
相
乗
効
果

を
図
る
こ
と
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
、
シ
ル
バ
ー
ウ

イ
ー
ク
時
の
施
設
の
見
学
も
検
討
し
て
ほ
し

い
。

⑤
米
粉
挽
き
機
は
受
付
か
ら
完
成
手
渡
し
に
時

間
が
か
か
る
と
苦
情
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
付

日
と
完
成
日
を
広
報
で
周
知
す
る
な
ど
利
用
者

の
立
場
で
検
討
さ
れ
た
い
。

⑥
米
菓
部
門
は
自
社
製
品
の
販
路
拡
大
と
新
商

品
開
発
な
ど
更
な
る
売
上
向
上
に
努
め
て
ほ
し

い
。

⑦
物
産
中
仙
米
菓
工
場
の
機
械
設
備
が
老
朽
化

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道
の
駅
な
か
せ
ん
と
物

産
中
仙
株
式
会
社
の
今
後
の
在
り
方
を
含
め
た

経
営
改
革
に
取
り
組
む
よ
う
検
討
し
て
ほ
し

い
。

公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

中
　
間
　
報
　
告

▶
道
の
駅
な
か
せ
ん

◀
道
の
駅
か
み
お
か
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用
語
の
解
説

大仙市議会　市政懇談会を開催
「より開かれた議会を目指し」市民の皆様のご意見をお聞かせください

　市議会では、市政の諸課題に柔軟に対処するため、
市政全般にわたって、市民と自由に意見を交換するた
め、今年度も次の日程で市政懇談会を開催します。
　多くの皆さんのご参加をお待ちしています。 ６月２４日（月）～２８日（金）

開催日 場   所 時   間

24日（月） 南外コミュニティーセンター（南外字下袋218） 午前10時～
はぴねす大仙（幸町２－70） 午後１時30分～

25日（火） 大川西根公民館（大曲西根字小館10） 午前10時～
藤木公民館（藤木字乙本藤木８） 午後１時30分～

26日（水） 神岡福祉センター（神宮寺字蓮沼17） 午前10時～
中仙農村環境改善センター（北長野字茶畑141） 午前10時～

27日（木） 西仙北支所（刈和野字本町５） 午前10時～
協和支所（境字野田４） 午後１時30分～

28日（金） 太田文化プラザ（太田字新田田尻３－４） 午前10時～
仙北支所（高梨字田茂木10） 午後１時30分～

※日程については、変更になる場合があります。変更についてはチラシ等でお知らせします。

【問い合わせ先】
議会事務局℡ 63-1111（内線 304）

【
一
般
質
問
と
は
…
】

　

一
般
質
問
は
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
、

議
題
と
は
関
係
な
く
行
財
政
全
般
に
わ
た
る
議
員
主

導
に
よ
る
政
策
論
議
の
場
で
す
。
で
す
か
ら
、
質
問

す
る
議
員
も
執
行
機
関
も
共
に
十
分
な
準
備
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
の
発
言
と
違
っ
て
通
告
制

を
と
っ
て
い
ま
す
。
通
告
に
当
た
っ
て
は
、
質
問
の

内
容
を
具
体
的
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
条
例
と
は
…
】

　

条
例
は
憲
法
94
条
の
規
定
に
よ
り
市
の
事
務
に
関

し
て
定
め
た
法
規
の
一
種
で
す
。

　

条
例
は
住
民
に
対
し
て
他
の
法
令
と
同
じ
よ
う
に
、

権
利
を
制
限
し
た
り
、
義
務
を
課
し
た
り
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
の
議
決
が
な

け
れ
ば
制
定
し
た
り
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

条
例
の
制
定
、
改
廃
に
あ
た
っ
て
は
住
民
の
意
思
の

反
映
に
努
め
、
条
例
の
効
果
や
他
の
法
令
と
の
関
係

な
ど
十
分
な
検
討
が
必
要
で
す
。

　

自
由
討
議
を
開
催

　

大
仙
市
議
会
基
本
条
例
第

11
条
第
２
項
で
は
、「
議
会

は
本
会
議
及
び
委
員
会
に
お

け
る
議
案
の
審
議
及
び
審
査

に
当
た
り
結
論
を
出
す
場
合

に
あ
っ
て
は
、
議
員
相
互
間

の
議
論
を
尽
く
し
て
合
意
形

成
に
努
め
る
。」
と
の
規
定

が
あ
り
、
平
成
25
年
第
１
回

定
例
会
か
ら
「
自
由
討
議
」

を
常
任
委
員
会
で
実
施
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
教
育
福
祉

常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
議

案
第
52
号
「
平
成
25
年
度
一

般
会
計
予
算
」
の
審
査
の
中

の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
所

【
公
明
党
】

◆
３
月
21
日

　
岩
手
県
奥
州
市
（
美
希
病
院
）

　

○�

足
こ
ぎ
車
い
す
で
の
リ
ハ
ビ
リ

に
つ
い
て

【
ま
っ
す
ぐ
大
仙
】

◆
５
月
18
日
～
５
月
21
日

　

兵
庫
県
神
戸
市

　

○
「
第
２
回
若
手
政
治
家
サ
ミ
ッ

　
　

ト
」
研
修
会
へ
の
参
加

◆
８
月
20
日
～
８
月
21
日

　

香
川
県
坂
出
市

　

○�

全
国
若
手
市
議
会
議
員
の
会
総

会
研
修
会
へ
の
参
加

※�

そ
の
他
の
会
派
で
は
、
行
政
視
察

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

平
成
24
年
度
に
お
け
る
、
政
務
活

動
費
で
の
会
派
行
政
視
察
等
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
す
。

【
大
地
の
会
】

◆
10
月
31
日
～
11
月
２
日

　
大
分
県
大
分
市
議
会

　

○
議
会
改
革
に
つ
い
て

　

○
子
ど
も
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

○
議
員
政
策
研
究
会
に
つ
い
て

　
熊
本
県
玉
名
市

　

○
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
計
画
に
つ

　
　

い
て

◆
１
月
22
日
～
１
月
23
日

　
千
葉
県
船
橋
市

　

○
公
金
徴
収
一
元
化
に
つ
い
て

　
金
融
庁

　

○�

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
等
に

つ
い
て

【
だ
い
せ
ん
の
会
・
新
政
会
・

市
民
ク
ラ
ブ
】
合
同

◆
８
月
27
日
～
８
月
29
日

　
富
山
県
魚
津
市

　

○�

地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
市

民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て

　
長
野
県
松
本
市

　

○�

新
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
・

小
水
力
発
電
に
つ
い
て

◆
２
月
12
日
～
２
月
13
日

　
福
島
県
南
相
馬
市

　

○�

震
災
に
よ
る
原
子
力
災
害
の
現

状
と
自
治
体
の
協
力
に
つ
い
て

自由討議中の教育福祉常任委員

管
す
る
予
算
に
つ
い
て
自
由

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　中仙地域の小中学校で、学校給食による集団食中毒が発生した事による市長、副市長、教育長の給与の一部削減
に関する条例改正では、新しい年度からの給食協会が体制を刷新することで、原案のとおり可決すべきものと決し
ました。議会政務活動費を月１万円から１万５千円にする条例に関し、活動の機会、範囲の拡大が見込まれること
から、妥当だという特別職報酬等審議会の結果を受け、審査の結果、一人退席議員がおりましたが、出席議員の一
致により、原案のとおり可決すべきものと決しました。
　特別職の職員で非常勤のもの、消防団員についてですが、誤報や鎮火後の出動に際し、今まで無給であったもの
を１日２千円支給する条例改正については、全員一致で可決すべきものと決しました。25年度予算の質疑に対し、「職
員数が減る中で、１本庁７支所体制は事務事業の集約化を図りながら今後も持続していくこと。」「国民健康保険事
業で所得の少ない方へは７割、５割、２割の税の軽減制度があり、それに該当する世帯には資格証明書を発行して
いない。」「財産区の構成員は区域内に住所を有する全ての住民を対象とする。また、財産区からの補助金に関して
は一般会計予算に繰り出したうえで、支出するのが原則である。」等の答弁がありました。
　一般会計について、職員の削減は市民の生活に支障をきたすことから、認められないとの討論がありましたが、
賛成多数により、原案のとおり可決すべきものと決しました。� （委員長　渡邊秀俊　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、単行案１件、補正予算案２件、当初予算案１件、陳情１件で、単行案の「大
仙市過疎地域自立促進計画の変更について」は異議なく原案を可決すべきものと決しました。
　また、補正予算案の中で、「過疎集落等自立再生緊急対策事業費」の半道寺地区９集落の住民が一堂に会する「半
道寺三世代交流会館建設事業」について、「集落会館の維持について、今後どのように考えているのか。」との質疑
に「現在は、１集落１会館が主な地域自治会館であるが、少子高齢化が進み集落機能の低下により、維持が困難に
なる可能性がある。今後は集落の連携が必要となり、今回のような要請があれば市として協力し、コミュニティ機
能の形成を進めて行きたい。」との答弁があり、異議なく原案を可決すべきものと決しました。
　また、当初予算案の「緊急雇用対策を活用した、写真フィルムデジタルデータ化事業で、雇用する 16 名は、す
べて市民か。」との質疑に、「これまでは秋田市の業者へ依頼していたため、地元の雇用率が低い状況だったが、平
成 25 年度は中仙支所の空きスペースに作業場所を移し、通勤しやすい体制を整えることで、地元の雇用率をたか
めたい。」との答弁があり、審査の結果、原案のとおり可決すべきものと決しました。陳情１件については「採択」
すべきものと決しました。� （委員長　茂木　隆　記）

　当委員会に審査付託となりました案件は、条例案７件、単行案６件、予算案 10件、陳情２件であり、すべて「原案可決」すべ
きものでありました。条例案では「大仙市音楽交流館条例の制定について」は神岡地域の廃校になった学校を利用することはよいが、
設置するだけでなく利用促進に努めるべき、また緊急時の避難場所として位置づけてほしいという地元の声があるが、その周知の
仕方について質疑がありました。当局からは、「各公民館と連携を図りながら、情報がスムーズに分かる仕組みを作ってまいりたい。」
また、「避難場所としての周知については、交流館協議会を設立して協議してまいりたい」との答弁がありました。
　また、今回、議会基本条例に基づいて『学校給食の委託のあり方』について議員間の自由討議を行いました。委員からは、「全
国にある民間企業を含め、プロポーザルして比較・向上しながら子ども達にとってより安全な体制をとっていただきたい」という
意見や、「合併前の旧市町村で給食に携わっていた職員について、現在学校給食協会が職員として雇用している、学校給食協会が
地元雇用、地場産食材、役員について改善を図りながら運営を行っており、この４月から新たな組織になろうとしているときに、
他の業者に委託という話にはならないのではないか。」という意見もありました。� （委員長　大山利吉　記）

　当委員会では、条例案４件、単行案６件、補正予算案 10件、予算案８件を審査しました。
　補正予算案では、国からの「地域の元気臨時交付金」によって、除雪機械の購入や通学路の歩道整備などが前倒しで実施される
こととなりました。特別会計への繰り入れでは、委員から「下水道の進捗が非常に悪い、どう進めるか。」との質疑に、当局から「合
併特例期間が終了するとさらに硬直化する、合併処理浄化槽を念頭においた計画の見直しを図る。」との答弁がありました。
　当初予算案では、土地区画整理事業において、委員から、「巨額な経費を投資して都市再生をするわけだが、住宅を建てないま
ま放置されている空き地の対処は。」との質疑があり、当局からは「事業に合わせた土地の利用ができるよう、権利者に説明して
いきたい。」との答弁がありました。また、公共下水道事業予算では、委員から「市民から理解を得て、水洗化率を上げていかな
ければならないが、どうか。」との質疑があり、当局からは「下水道の未接続には、高齢世帯が大きな要因となっているが、加入
率をあげるため、市民を説得していく。」との答弁がありました。その他の議案については原案可決すべきものと決しました。
　また、西仙北地域の「鍛冶町地内の消雪施設の改修について」は、現地の状況を把握するため、継続審査といたしました。
� （委員長　竹原弘治　記）

総務民生常任委員会

企画産業常任委員会

教育福祉常任委員会

建設水道常任委員会

◆
委
員
会
審
査
の
あ
ら
ま
し
◆
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《陳情》
◆最低賃金の大幅引き上げと、中小零細企業支援の拡充を求めることについて� 【採択】
　提出者＝秋田県春闘共闘懇談会　代表　中村秀也　他１名
◆介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求めることについて� 【採択】
　提出者＝秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　中村秀也
◆安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求めることについて� 【採択】
　提出者＝秋田県医療労働組合連合会　執行委員長　中村秀也
◆鍛冶町地内の消雪施設の改修について� 【継続審査】
　提出者＝大仙市刈和野　鍛冶町消雪組合　組合長　池田繁司

《意見書》
●最低賃金の大幅引き上げと、中小零細企業支援の拡充を求める意見書
●介護職員処遇改善加算の継続、拡充を求める意見書
●安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見書
※上記意見書は、大仙市議会常任委員会の提案により議決し、内閣総理大臣はじめ各関係大臣に提出しました。

［
１
月
］

11
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

大
仙
市
観
光
推
進
議
員
連
盟
研
修
会

16
日　

東
京
都
墨
田
区
議
会
公
明
党
行
政
視
察
来
庁

18
日　

議
員
全
員
協
議
会

　
　
　

第
１
回
臨
時
会

　
　
　

会
派
代
表
者
会
議

21
日　

議
会
報
編
集
委
員
会

23
日　

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
議
会
行
政
視
察
来
庁

29
日　

岩
手
県
盛
岡
市
議
会
会
派
創
盛
会
行
政
視
察
来
庁

30
日　

第
18
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

31
日　

企
画
産
業
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

群
馬
県
太
田
市
議
会
会
派
望
ク
ラ
ブ
行
政
視
察
来
庁

［
２
月
］

４
日　

第
14
回
議
会
改
革
推
進
会
議

７
日　

建
設
水
道
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

12
日　

新
政
会
・
だ
い
せ
ん
の
会
・
市
民
ク
ラ
ブ
会
派
合
同

　
　
　

行
政
視
察
（
～
13
日
）

14
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会
（
当
初
予
算
説
明
会
）

　
　
　

正
副
委
員
長
会
議

15
日　

第
19
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

18
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

総
務
民
生
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

　
　
　

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
「
所
管
事
務
調
査
」

20
日　

大
仙
美
郷
介
護
福
祉
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
議
会
定
例
会

　
　
　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

25
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
１
日
）

　
　
　

議
員
全
員
協
議
会

［
３
月
］

５
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
２
日
）

６
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
３
日
）

７
日　

会
派
代
表
者
会
議

　
　
　

第
１
回
定
例
会
（
第
４
日
）

　
　
　

第
20
回
公
共
施
設
運
営
改
善
等
調
査
特
別
委
員
会

８
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

11
日　

各
常
任
委
員
会
審
査

13
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

第
１
回
定
例
会
（
第
５
日
）

　
　
　

議
会
報
編
集
委
員
会

26
日　

第
15
回
議
会
改
革
推
進
会
議

　　
　

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合
臨
時
議
会

議
会
の
う
ご
き

摘　　要 件数 金　　　額
弔　　意 0件 0円
慶　　祝 16件 109,000 円
協　　賛 0件 0円
計 16件 109,000 円

24 年度合計 78件 579,658 円

議長交際費（１月１日～３月 31日）６月定例会日程のお知らせ
６月３日（月）本会議第１日（市政報告・議案上程等）

11日（火）本会議第２日（一般質問）対面式一問一答方式
12日（水）本会議第３日（一般質問・議案質疑・委員会付託）
13日（木）・14日（金）常任委員会審査
19日（水）本会議第４日（委員長報告・質疑・討論・表決）

　※現時点での予定であり、変更される場合があります。
　　変更内容は随時、議会ホームページでご案内しています。

副議長からの説明を聞く小学生

　
議
場
見
学

　

平
成
25
年
１
月
23
日
、
大
曲
小

学
校
の
６
年
生
１
３
１
人
が
、
社

会
科
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
お
い

て
、
議
場
を
見
学
し
、
議
員
席
に

座
り
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施

設
「
ま
る
こ
の
ひ
ろ
ば
」、
小
学
生

ま
で
の
医
療
費
無
料
及
び
大
仙
市

議
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
藤
田
副

議
長
や
市
の
担
当
者
か
ら
の
説
明

を
聞
き
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
、「
医
療
費
が
無
料

と
い
う
こ
と
で
、
お
金
が
無
く
な

る
の
で
は
。」
と
の
質
問
が
出
さ

れ
、
市
か
ら
「
市
民
か
ら
の
税
金

で
賄
っ
て
い
る
。」
と
の
回
答
が
あ

り
ま
し
た
。

 陳 情 ・ 意 見 書
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集
編

後
記

だ
い

せ
ん

市
議

会
だ

よ
り

　
第

3
2

号
　

　
　

　
　

■
発

行
/大

仙
市

議
会

　
　

　
 〒

0
1

4
−

8
6

0
1

　
秋

田
県

大
仙

市
大

曲
花

園
町

１
番

 １
号

　
　

TEL0
1

8
7

−
6

3
−

1
1

1
1

（
代

）
　

編
集

/大
仙

市
議

会
報

編
集

委
員

会
　

　
印

刷
／

株
式

会
社

三
森

印
刷

　

豪
雪
も
啓
蟄
を
機
に
と
け
さ
り
、

花
の
蕾
が
ふ
く
ら
ん
で
き
た
。
こ
の

議
会
報
が
皆
様
の
手
に
届
く
頃
は
、

新
緑
の
頃
に
な
ろ
う
か
。
大
仙
の
四

季
折
々
の
風
景
は
郷
土
へ
の
愛
を
深

め
て
く
れ
る
。

　

し
か
し
、
２
年
前
の
東
日
本
大
震

災
は
、
宇
宙
の
法
則
の
中
で
生
き
て

い
る
私
達
に
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
教
え

て
く
れ
た
。

　

私
達
大
仙
市
議
団
一
行
は
被
災
地

へ
足
を
運
び
、
ガ
レ
キ
処
理
中
の
作

業
を
目
の
当
た
り
に
し
、
こ
の
処
分

受
入
か
ら
復
興
が
始
ま
る
と
判
断
し

た
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
も
時
と
共
に
変

わ
っ
て
ゆ
く
。
今
は
、
未
来
あ
る
子

ど
も
達
の
30
年
後
を
見
据
え
た
支
援

が
必
要
だ
。

　

今
い
る
場
所
で
「
議
員
と
し
て
何

が
で
き
る
か
。」
考
え
行
動
を
お
こ

そ
う
。

　“
行
動
は
人
格
だ
”

　　
　
　

議
会
報
編
集
委
員

杉
沢
千
恵
子
記

市
民
の
声

大仙市のパワースポット（大曲・南外地域）
何百年も生き続け私達人間を見守って来た巨木からは私達に生きる力を与えてくれます。

次回からは、「花めぐり、歴史めぐり」を掲載します。

　

大
仙
市
商
工
会
女
性
部
で
は
、
研
修
事
業
の
一
つ
と
し
て
「
地
域
を
知
る
」
こ
と
を
目

的
に
市
議
会
傍
聴
を
企
画
し
、
20
人
が
参
加
い
た
し
ま
し
た
。
地
域
の
代
表
で
あ
る
議
員

の
皆
様
の
任
期
中
の
活
躍
と
市
民
生
活
へ
の
関
わ
り
を
知
る
機
会
と
し
て
、
大
き
な
期
待

感
を
持
ち
な
が
ら
拝
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
傍
聴
席
に
つ
い
て
す
ぐ
に
感
じ
た
こ

と
は
、
予
想
し
て
い
た
よ
り
狭
く
、
少
し
窮
屈
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
質
問

さ
れ
る
議
員
の
方
々
が
市
民
の
健
康
に
関
す
る
事
や
広
大
な
大
仙
市
の
山
林
道
の
整
備
に

つ
い
て
な
ど
、
市
民
生
活
に
直
結
す
る
内
容
を
深
く
考
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
具
体
的
に
何
を
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
質
問
内
容
の
要
点
が
解
り
に
く
い
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
が
、
市
民
一
人
ひ
と
り
に
配
慮
さ
れ
た
質
問
内
容
で
し
た
の
で
、
も
っ
と

多
く
の
市
民
に
市
議
会
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。
今
後
も

議
会
傍
聴
や
議
会
だ
よ
り
、
広
報
に
よ
り
一
層
関
心
を
持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
仙
市
商
工
会
女
性
部　

伊　

藤　

ま
り
子

　

大
仙
市
一
市
民
と
し
て
受
け
と
め
る
た
め
に
も
、
土
川
西
今
泉
自
治
会
で
実
施
し
て
い

る
「
大
仙
市
め
ぐ
り
」
は
役
立
っ
て
い
る
。
市
長
、
教
育
長
、
行
政
担
当
者
の
答
弁
は
わ

か
り
や
す
く
誠
実
で
、
専
門
の
深
さ
と
誠
意
が
伝
わ
っ
て
く
る
事
ば
か
り
だ
っ
た
、
午
後

４
時
ま
で
、
じ
っ
く
り
聴
け
て
う
れ
し
か
っ
た
。
行
政
側
、
議
員
側
共
に
緊
張
し
た
姿
勢

と
雰
囲
気
か
ら
日
常
の
目
に
見
え
ぬ
と
こ
ろ
で
の
働
き
ま
で
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
あ
り
が

と
う
と
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め
て
、
一
市
民
と
し
て
市
政
に
関
心
を
も
ち
研
修
を
続
け
た

い
と
会
場
を
後
に
し
た
。

土
川
地
区　
　
　

後　

藤　

昌　

伸

大曲丸の内八幡神社の
モミの木
　寛政の末から享和のはじめ
（1800 ～）「土屋館の人たちがあ
またうちむれ、社地の道を切り
開いた」と記録されており、こ
のモミの木もこの頃植えられた、
幹周 550㎝、樹高 25.8m、推定
樹齢 200 年

新堀八幡のタモの木
　大曲地域西根にある八幡神社
の境内木、幹に空洞を生じてい
る。伝説では前九年合戦の折、
源義家が安倍貞任との戦いに、
この神社に陣を張った跡で、タ
モの木８本を幕串にしたものが
根づいたものという、現在は１
本が残っている。幹周 560㎝、
樹高 16ｍ、推定樹齢 800 年。

常泉寺のモミの木
　南外地域にある常泉寺は楢
岡氏の菩薩寺として安永５年
（1776）に建立され建築時の茅葺
屋根がそのまま残っている。モ
ミの木も、その頃に植えられた。
推定樹齢 230 年

滝の不動杉
　南外地域の名所として知られ
る不動の滝に立つ杉、地元では
「大杉」と言われている。保呂羽
山に源を発し、滝壁 30 ｍ、落差
10 ｍといわれる不動の滝と一体
となって、神木として敬われて
いる。幹周 370㎝、樹高 31 ｍ、
推定樹齢 315 年

　

協
和
婦
人
会
で
は
平
成
７
年
か
ら
研
修
事
業
と
し
て
議
会
傍
聴
を
実
施
し
て
い
ま
す
、

自
分
た
ち
の
代
表
が
行
政
に
ど
ん
な
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
か
真
剣
に
傍
聴
し
て
き
ま
し

た
。
一
問
一
答
式
に
な
り
、
午
前
中
の
答
弁
だ
け
で
も
聴
け
、
よ
か
っ
た
。
年
回
を
重
ね

る
毎
に
市
の
財
政
の
こ
と
、
税
金
の
こ
と
、
納
税
の
実
態
、
教
育
の
問
題
、
医
療
の
こ
と
、

予
期
せ
ぬ
災
害
の
対
応
等
々
、「
生
活
即
政
治
」
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
３

月
定
例
議
会
は
、
傍
聴
者
が
多
く
、
ま
た
、
質
問
、
答
弁
と
緊
張
感
が
あ
り
、
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
議
場
も
質
問
者
、答
弁
者
と
対
面
で
応
答
し
て
お
り
好
感
が
も
て
ま
し
た
。

た
だ
、
残
念
に
思
っ
た
の
は
私
が
高
齢
の
せ
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
市
長
席
の
マ
イ
ク

設
備
が
低
音
で
折
角
期
待
し
て
い
た
答
弁
が
良
く
聞
き
取
れ
ず
、
早
く
完
全
な
も
の
に
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
仙
市
協
和
婦
人
会

　

三
月
五
日
の
定
例
議
会
に
、
自
身
二
回
目
と
な
る
傍
聴
の
機
会
を
得
た
。
地
元
選
出
議

員
が
、
市
税
、
国
保
税
と
公
共
下
水
道
計
画
に
つ
い
て
質
問
し
た
が
、
答
弁
す
る
側
の
語

尾
が
全
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
。
語
尾
は
是
か
非
か
を
左
右
す
る
箇
所
だ
と
思
う
。
ま
た
、

傍
聴
席
も
少
々
狭
い
と
感
じ
た
が
、
今
回
、
議
会
事
務
局
職
員
の
丁
寧
な
対
応
に
は
、
感

謝
し
て
い
る
。

神
宮
寺
地
区　
　

藤　

原　
　
　

尚


